










の敷地はレジストロ植民地西端の 362 番と 364 番に位置し、レジストロの中心部から直線
で約 12 ㎞の距離にある（図 2-1-1）。『イグアッペ寫眞帖』には、池上氏が所有する建物の写
真が掲載されており（図 2-1-2）、ここで蒸留酒のピンガと砂糖の製造を行っていたという。 
 
写真帳によれば、池上氏は長野県上伊那郡の出身で、1919（大正 8）年 5 月にブラジルへ
渡ってきた。250 町歩ある敷地を義理の弟と共同で、現地人を雇用しながらコーヒーを




する 2 階建て住宅と工場が掲載されている（図 2-1-3）。深澤家には、この写真と同じ方向か
ら撮影された古写真が残されており、その裏面には「1936 年 10 月 26 日」とする撮影日が






1) レジストロ郷土史会『ブラジル サンパウロ州レジストロ植民地アーカイブ 建物写真から見る村と町の風景』私家版 
2) 松村俊明他編『イグアッペ植民地開拓五拾周年記念』レヂストロ連合青年会,1963.12 












図 2-1-3 『イグアッペ植民地開拓五拾周年記念』に掲載されている深澤家住宅 






















が露出しており、4 本の大梁が架けられている。大梁には 3 本の中引き梁が直交し、その両
端には小屋束が立ち二重梁となっている。二重梁の上には母屋が架けられ、中央の中引き梁
には棟木を支える小屋束が立つ。棟木から軒桁へ向かって丸太の垂木が架けられ、屋根勾配
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続いて「住居」について説明する。「住居」は桁行 12.8m×梁行 5.5m の木造 2 階建てにフ
ランス瓦葺きの寄棟屋根が掛かる。外部は四隅の柱と「工場」と接する西面に加え、1 階の
北面と東面は真壁造りとしている。その一方で、1 階の南面と 2 階の北面、東面、「工場」
と接しない西面は大壁造りとなっている。なお、外壁の仕上げは 2 階が土壁となっている
が、1 階は土壁に白色の塗り物が施されている。 
室内は 1 階に 4 室ある。南側から順に 5.5m×3.7m の居室があり、続いて 3.0m×2.8m の







階段をのぼり 2 階に上がると、幅 1.8m の廊下があり、突き当りには 1.8m×2.3m の小部
屋がある。廊下に沿って東側に 3.7m×3.0m の居室が 3 部屋並び、北側に 2.7m×3.7m の居





















は芯々で平均 930 ㎜だが、窓間となる壁の寸法にはバラツキが見られる。南側の 2 スパンは







写真 2-1-7 「工場」（左）と「住居」（右）の取り合い部分 
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4) “Bens da Imigração Japonesa no Vale do Ribeira”には、聖公会を建設した大工は“WADA”と記されているが、大工棟
梁は林今朝士であることから、和田は林の下で働いていた大工であると考えられる。 























行される直前の 1930（昭和 5）年頃であったと考えられる。 
 
1) 海外興行株式会社『伯剌西爾イグアッペ植民地創立廿週年記念寫眞帳』1933 年発行。なお、日系移民の系譜については
深沢正雪『一粒の米もし死なずば』（無明舎出版 2014 年）も参考にした。 
2) 竣工当時の所有者は、沖之株菊一郎であった。ちなみに、現地での聞き取り調査によれば、沖之株氏は、日本では大工
ではなかったが、ブラジルでは大工として働いていたという。 
3) 聞き取りによれば、同住宅は建設から 80 年程経過しているという。 
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